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あとがき
 腎代替療法は，腎臓の機能が期待できない末期腎
不全患者の命を守る，最も重要な治療法の 1つであ
る。黎明期の透析療法は，救命治療という点を中心
に発展したが，その後，透析治療も確立し慢性治療
の 1つとして，普通の治療法になりつつある。しか
し，高齢の患者が増え，多くの合併症を持つ透析患
者が増え新たな問題も生じてきた。腎代替療法は，
尿毒物質あるいは老廃物を除去するという点で考
えると，薬剤治療での効率と比べて飛躍的に高い効
果を持つ治療法であるが，一方で，体外循環療法の
1つでありリスクの高い治療法でもある。血液透析
治療は，安全で当たり前という考え方をする患者・
家族や一般人が増えてきていることは，透析医療に
対するあまい幻想が蔓延っている状況であり，注意
すべき危険な状態ともいえる。また，近年，高齢者
ではフレイル，サルコペニアなど透析に伴う栄養状
態や運動不足など，生命予後に重要な意味を持つ病
態がよく認められる。本特集では，このような背景
を有する末期腎不全患者に対する，現代における最
適な腎代替療法について理解を深めるために，基本
的な事項から最新の情報まで読者の知識を紹介し
ていただいた。特に透析患者を管理するために，臨
床医が知っておくべき最新情報や安全に透析医療
を継続するためのさまざまな課題について解説を
いただいた。現代の透析医療のトップランナーの素
晴らしい情報を楽しんで確認していただきたいと
思う。透析医療が，安全で災害時にも対応できる素
晴らしい環境を維持されている，個々の専門家の絶
え間ない努力に敬意を表したい。本書の内容が，読
者の皆様のお役にたれることができれば，幸いであ
る。
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